
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
原稿をスキャナで読み取り、読み取った原稿の画像情報を、画情報蓄積メモリに蓄積した
後、主走査方向と副走査方向の画情報を入れ換える機能を有するファクシミリ装置におい
て、

画像情報を
副走査方向の画情報量が原稿 の副走査方向の長さ

副走査方向の画情報量が原稿 の副走査方向の長さ
に足りない

ことを特徴とするファクシミリ装置。
【請求項２】
原稿をスキャナで読み取り、読み取った原稿の画像情報を、画情報蓄積メモリに蓄積した
後、主走査方向と副走査方向の画情報を入れ換える機能を有するファクシミリ装置におい
て、
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前記画情報蓄積メモリの画像情報を配置するエリアの、少なくとも数ライン分を白マスク
情報としてから、該エリアの該数ライン分の白マスク情報以降に前記 書込み、
書込んだ サイズ 以上のときは、前記エリ
アの画像情報の先頭ラインを原点にしてそこから、ｍ×ｎドット単位、ｍ，ｎはそれぞれ
２以上の数、で前記エリアの情報をブロック化して、該原点から原稿サイズ分の各ブロッ
クの回転処理を行ない、書込んだ サイズ

ときは、前記エリアの画像情報の先頭ラインより不足分前のラインを原点にし
てそこから、ｍ×ｎドット単位で前記エリアの情報をブロック化して、該原点から原稿サ
イズ分の各ブロックの回転処理を行なう、制御手段、
を備える

前記画情報蓄積メモリの画像情報を配置するエリアの、全体を白マスク情報としてから、



画像情報を

ことを特徴とするファクシミリ装置。
【請求項３】
原稿をスキャナで読み取り、読み取った原稿の画像情報を、画情報蓄積メモリに蓄積した
後、主走査方向と副走査方向の画情報を入れ換える機能を有するファクシミリ装置におい
て、
画像の回転開始位置を原稿の副走査方向の最終ラインの先頭位置に相当するところにする
か、先頭ラインの先頭にするかを選択する手段

画像の回転開始位置を原稿の副走査方向の先頭ラインの先頭に

画像情報を

を備えることを特徴とするファクシミリ装置。
【請求項４】
イメージデータを圧縮符号化する手段、および、イメージデータをそのま 縮符号化す
るか、または 回転処 縮符号化するかを選択する手段、を 備え；

を特徴とする
ファクシミリ装置。

【請求項５】
Ａ４タテ原稿を送信する時、受信機側がＡ３巾まで記録できる場合、

回転 圧縮 を行ない、Ａ４タテ巾までの記録しかできない場合は、
回転 を行なわず 、請求項４記載のファクシミリ装
置。
【請求項６】

選択する手段は、選択スイッチを含む、請
求項４ 記載のファクシミリ装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、読み取った原稿の画情報を蓄積する、ページメモリを有するファクシミリ装置
に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
例えばＡ４原稿を、主走査方向２９７ｍｍ、副走査方向２１０ｍｍとなるようにスキャナ
で原稿を読み送信する場合、主走査Ａ３幅で伝送される。このとき、相手受信機側の能力
がＢ４までしかない場合は、縮小されてしまう。このようなことがないよう、オペレータ
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該エリアの始端から前記 書込み、該エリアの画像情報の先頭ラインを原点にし
てそこから、ｍ×ｎドット単位で前記エリアの情報をブロック化して、該原点から原稿サ
イズ分の各ブロックの回転処理を行なう、制御手段、
を備える

；および、
前記選択手段が、画像の回転開始位置を原稿の副走査方向の最終ラインの先頭位置に相当
するところとする場合は、前記画情報蓄積メモリの画像情報を配置するエリアの、少なく
とも数ライン分を白マスク情報としてから、該エリアの該数ライン分の白マスク情報以降
に前記画像情報を書込み、書込んだ副走査方向の画情報量が原稿サイズの副走査方向の長
さ以上のときは、前記エリアの画像情報の先頭ラインを原点にしてそこから、ｍ×ｎドッ
ト単位で前記エリアの情報をブロック化して、該原点から原稿サイズ分の各ブロックの回
転処理を行ない、書込んだ副走査方向の画情報量が原稿サイズの副走査方向の長さに足り
ないときは、前記エリアの画像情報の先頭ラインより不足分前のラインを原点にしてそこ
からｍ×ｎドット単位で前記エリアの情報をブロック化して、該原点から原稿サイズ分の
各ブロックの回転処理を行ない、
前記選択手段が、 する場合
は、前記画情報蓄積メモリの画像情報を配置するエリアの、全体を白マスク情報としてか
ら、該エリアの始端から前記 書込み、該エリアの画像情報の先頭ラインを原点
にしてそこから、ｍ×ｎドット単位で前記エリアの情報をブロック化して、該原点から原
稿サイズ分の各ブロックの回転処理を行なう、制御手段；

ま圧
前記ブロックの 理後圧 更に

前記制御手段は、該選択手段が回転処理後圧縮符号化を選択しているときに、前記回転処
理をした情報を前記圧縮符号化手段で圧縮符号化する；こと 請求項１乃至３
の何れか１つに記載の

前記制御手段は、 前
記 処理および 符号化 前記

処理 に圧縮符号化手段で圧縮符号化する

前記ブロックの回転処理後圧縮符号化するかを
に



が主走査方向２１０ｍｍ、副走査方向２９７ｍｍになるよう原稿をＡＤＦ（自動原稿供給
装置）にセットするし、またＡＤＦにはガイダンスが付いている。しかしながら、オペレ
ータが原稿のセット方向を誤った場合は、縮小されるしかない。これを回避するために、
Ａ４原稿を、主走査方向２９７ｍｍ、副走査方向２１０ｍｍとセットした場合でも、蓄積
時に主走査方向と副走査方向の画情報を入れ換えることによって主走査Ａ４幅で伝送して
いる。イメージデータの回転処理方法については、１６×１６ビットのエリア単位で回転
を行なう２次元メモリを使用する方法等が一般的である。
【０００３】
しかし、大きなイメージデータを回転するには、１６×１６ビットのエリア単位で回転さ
れたイメージを再配置する必要があり、この作業に多くの時間を必要としていた。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
Ａ４原稿を、主走査方向２９７ｍｍ、副走査方向２１０ｍｍとなるように、直線的な搬送
路を有する原稿給紙装置（ＡＤＦ）にセット後給紙され、スキャナで読み取る場合、実際
メモリ上に転送される画情報は、ＡＤＦの給紙精度の影響を受け、副走査方向の画情報は
、正確には２１０ｍｍ分の画情報にならず、過不足が生じる。圧板下にオペレ－タが原稿
を載置する場合でもスキャナの移動精度の影響を受ける。副走査方向の画情報が、超過し
た場合は、副走査方向の先端もしくは後端の画情報をカットして、主走査方向と副走査方
向の画情報を入れ換えればよい。副走査方向の画情報が、不足している場合は、副走査方
向の先端もしくは後端にダミーの画情報を加える必要がある。
【０００５】
本発明は、回転処理時間を短縮することを第１の目的とし、受信機側の紙サイズと送信側
の送り方向が合わないために、Ａ４ヨコの原稿が縮小されてＡ４タテの紙に出力されたり
、Ａ４タテの原稿が分割されてＡ４ヨコの紙２枚に出力されたりするなどの不都合を改善
することを第２の目的とし、原稿セット姿勢の制限を解除することを第３の目的とし、画
像デ－タの回転および圧縮符号化の延べ処理時間を短縮することを第４の目的とし、不必
要な回転処理を排除することを第５の目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明の第１態様は、原稿をスキャナで読み取り、読み取った原稿の画像情報を、画情報
蓄積メモリに蓄積した後、主走査方向と副走査方向の画情報を入れ換える機能を有するフ
ァクシミリ装置において、

画像情報を
副走査方向の画情報量が原稿 の副走査方向の長さ

副走査方向の画情報量が原稿 の副走査
方向の長さに足りない

ことを特徴とする。
【０００７】
これによれば、主走査方向と副走査方向の画情報を入れ換える際、原稿の最終ラインの先
頭を基準とする場合、原稿の先頭の画像が切れず、また、ペ－ジメモリ全体に白デ－タを
書込む必要がないので、入れ替え処理に要する時間も短くすむ。
【０００８】
本発明の第２態様は、原稿をスキャナで読み取り、読み取った原稿の画像情報を、画情報
蓄積メモリに蓄積した後、主走査方向と副走査方向の画情報を入れ換える機能を有するフ
ァクシミリ装置において、
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前記画情報蓄積メモリの画像情報を配置するエリアの、少なくとも数ライン分を白マスク
情報としてから、該エリアの該数ライン分の白マスク情報以降に前記 書込み、
書込んだ サイズ 以上のときは、前記エリ
アの画像情報の先頭ラインを原点にしてそこから、ｍ×ｎドット単位、ｍ，ｎはそれぞれ
２以上の数、で前記エリアの情報をブロック化して（図１１）、該原点から原稿サイズ分
の各ブロックの回転処理を行ない、書込んだ サイズ

ときは、前記エリアの画像情報の先頭ラインより不足分前のライン
を原点にしてそこから、ｍ×ｎドット単位で前記エリアの情報をブロック化して（図１０
）、該原点から原稿サイズ分の各ブロックの回転処理を行なう、制御手段（６００）、
を備える



画像情報を

ことを特徴とする。これによれば、原稿の先端の画像が切れなくて済む。
【０００９】
本発明の第３態様は、原稿をスキャナで読み取り、読み取った原稿の画像情報を、画情報
蓄積メモリに蓄積した後、主走査方向と副走査方向の画情報を入れ換える機能を有するフ
ァクシミリ装置において、
画像の回転開始位置を原稿の副走査方向の最終ラインの先頭位置に相当するところにする
か、先頭ラインの先頭にするかを選択する手段

画像の回転開始位置を原稿の副走査方向の先頭ラインの先頭に

画像情報を

を備える。これによれば、使い勝手が良くなる。
【００１０】
本発明の第４態様は、イメージデータを圧縮符号化する手段、および、イメージデータを
そのま 縮符号化するか、または 回転処 縮符号化するかを選択す
る手段、を 備え；

を特徴
とする。
【００１１】
これによれば、イメージデータの回転処理にひき続いて、圧縮処理で符号化データ化する
ことで、ファクシミリ装置のメモリー送信時にＡ４ヨコ方向で入力された原稿をＡ４タテ
の形で符号化データ化することが可能となり、また、選択できる。Ａ４ヨコの原稿が縮小
されて、Ａ４タテの紙に出力されたり、Ａ４タテの原稿が分割されて、Ａ４ヨコの紙２枚
に出力されたりすることがなくなる。
【００１２】
本発明の第５態様 Ａ４タテ原稿を送信する時、受信機側がＡ３巾まで記録
できる場合、 回転 圧縮 を行ない、Ａ４タテ巾までの記録しかできな
い場合は、 回転 を行なわず 。これによれば、
受信機側の機能をチェックしてから、回転圧縮の有／無を判断するため、不必要な回転処
理を行なわなくてすむ。
【００１３】
本発明の第６態様 選択する手段は、選択
スイッチ を含むものとした。これによれば、ユーザーが回転圧縮の有／無を
選択できるため、全てのＡ４版、送信原稿をＡ４ヨコ方向に、コピーをとるのと同じ感覚
で読み込ませることができる。原稿セットの方向を変えなくてすむことになる。
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前記画情報蓄積メモリの画像情報を配置するエリアの、全体を白マスク情報としてから、
該エリアの始端から前記 書込み、該エリアの画像情報の先頭ラインを原点にし
てそこから、ｍ×ｎドット単位で前記エリアの情報をブロック化して（図１２，１３）、
該原点から原稿サイズ分の各ブロックの回転処理を行なう、制御手段（６００）、
を備える

；および、
前記選択手段が、画像の回転開始位置を原稿の副走査方向の最終ラインの先頭位置に相当
するところとする場合は、前記画情報蓄積メモリの画像情報を配置するエリアの、少なく
とも数ライン分を白マスク情報としてから、該エリアの該数ライン分の白マスク情報以降
に前記画像情報を書込み、書込んだ副走査方向の画情報量が原稿サイズの副走査方向の長
さ以上のときは、前記エリアの画像情報の先頭ラインを原点にしてそこから、ｍ×ｎドッ
ト単位で前記エリアの情報をブロック化して（図１１）、原稿サイズ分の各ブロックの回
転処理を行ない、書込んだ副走査方向の画情報量が原稿サイズの副走査方向の長さに足り
ないときは、前記エリアの画像情報の先頭ラインより不足分前のラインを原点にしてそこ
からｍ×ｎドット単位で前記エリアの情報をブロック化して（図１０）、該原点から原稿
サイズ分の各ブロックの回転処理を行ない、
前記選択手段が、 する場合
は、前記画情報蓄積メモリの画像情報を配置するエリアの、全体を白マスク情報としてか
ら、該エリアの始端から前記 書込み、該エリアの画像情報の先頭ラインを原点
にしてそこから、ｍ×ｎドット単位で前記エリアの情報をブロック化して（図１２，１３
）、該原点から原稿サイズ分の各ブロックの回転処理を行なう、制御手段（６００）；

ま圧 前記ブロックの 理後圧
更に 前記制御手段は、該選択手段が回転処理後圧縮符号化を選択してい

るときに、前記回転処理をした情報を前記圧縮符号化手段で圧縮符号化する；こと

の制御手段は、
前記 処理および 符号化

前記 処理 に圧縮符号化手段で圧縮符号化する

の前記ブロックの回転処理後圧縮符号化するかを
（ＳＷｒｉ）



【００１４】
【発明の実施の形態】
【実施例】
図１に本発明の一実施例の機構部の概要を示す。この機構は、複合デジタル複写機のもの
である。このデジタル複写機は、複写機本体１、自動原稿送り装置（以後ＡＤＦ）１００
、３ビンソーター２００および給紙ユニット（以降バンク）３００を有する。
【００１５】
複写機本体１は、スキャナー、画像処理部及びプロッターなどを有し、スキャナーは、原
稿を載置するコンタクトガラス１０と光学走査系で構成されており、光学走査系は、露光
ランプ１１，第１ミラー１２，レンズ１５，フルカラーＣＣＤ１６等々で構成されている
。露光ランプ１１及び第１ミラー１２を装備した第１キャリッジは、原稿読み取り時はス
テッピングモーターにより駆動されて一定の速度で移動する。第２ミラー１３及び第３ミ
ラー１４を装備した第２キャリッジは、原稿読み取り時にステッピングモーターにより駆
動されて第１キャリッジの１／２の速度で移動する。
【００１６】
第１キャリッジおよび第２キャリッジによりコンタクトガラス１０上の図示しない原稿が
光学的に走査され、光源１１，第１ミラー１２，第２ミラー１３，第３ミラー１４及びレ
ンズ１５を介して、ＣＣＤ１６上に結像され光電変換される。ＣＣＤ１６で赤（Ｒ），緑
（Ｇ），青（Ｂ）の各色に分離された画像信号は、ＡＤ変換器によりデジタルデ－タ（色
画像デ－タ）に変換され画像処理を行う画像処理部へ出力される。画像処理部は、色画像
デ－タに種々の画像処理（２値化処理，中間調処理，変倍処理，編集処理，色変換処理等
々）を施し、色記録デ－タに変換する。
【００１７】
書き込みユニットは、レーザー出力ユニット２０，ｆθレンズ２１，ミラー２２で構成さ
れ、レーザー出力ユニット２０の内部には、レーザー光源であるレーザーダイオード及び
ポリゴンモーターが備わっている。画像処理部から出力された黒記録デ－タは、このデ－
タに対応した強度を有するレーザー光に転換され、コリメートレンズ，アパーチャー，シ
リンダレンズにより一定形状の光束に整形されポリゴンモーターに照射され、レーザー出
力ユニット２０から出力される。レーザー出力ユニット２０から出力されたレーザー光は
、ｆθレンズ２１，ミラー２２を介して感光体ドラム３０に照射される。また、ｆθレン
ズ２１を通過したレーザー光は、画像領域外に配置された、主走査同期検知信号ＰＭＳＹ
ＮＣを発生するビームセンサーに照射される。
【００１８】
画像処理部から出力された赤記録デ－タは、黒記録デ－タとの書き込み位置を合わせるた
めにバッファリングされ、ＬＥＤ書き込みユニット３１に送られ感光体ドラム３０に照射
される。
【００１９】
ＡＤＦ１００は原稿を１枚ずつ複写機本体１のコンタクトガラス１０へ給紙し、複写後に
排紙する。原稿は原稿給紙台１０１上に積載され、サイドガイドにより幅方向が揃えられ
る。原稿給紙台１０１上の原稿は、一番下の原稿から給紙ローラー１０２により１枚ずつ
分離して給紙され、搬送ベルト１０３により、複写機本体１のコンタクトガラス１０上に
送られる。コンタクトガラス１０上の原稿は読み取り終了後、搬送ベルト１０３及び排紙
ローラー１０４により排紙トレイ１０５に排紙される。
【００２０】
両面の原稿を読み取る場合、原稿給紙台１０１上の両面原稿は、一番下の原稿から給紙ロ
ーラー１０２により１枚ずつ分離して給紙され、搬送ベルト１０３により、複写機本体１
のコンタクトガラス１０上に送られ、反転爪１０６によって原稿反転後コンタクトガラス
１０上にセットされる。原稿の裏面読み取り終了後、搬送ベルト１０３によって搬送され
、反転爪１０６によって原稿反転後コンタクトガラス１０上にセットされる。原稿の表面
は読み取り終了後、搬送ベルト１０３及び排紙ローラー１０４により排紙トレイ１０５に
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排紙される。
【００２１】
第１トレイ５０，第２トレイ３１０，第３トレイ３２０，第４トレイ３３０に積載された
転写紙は、各々の第１給紙装置５１，第２給紙装置３１１，第３給紙装置３２１，第４給
紙装置３３１によって給紙され、バンク縦搬送ユニット３４０及び本体縦搬送ユニット６
０によって搬送される。この転写紙の先端がレジストセンサー５２で検出されると一定時
間搬送後、レジストローラ５３で停止する。
【００２２】
この転写紙は、画像有効信号（ＦＧＡＴＥ）の先端に合わせて感光体ドラム３０上に送出
され、転写チャージャーにより画像を転写され、感光体から転写紙を分離後、搬送装置５
４により搬送され、定着ローラー及び加圧ローラーを有する定着装置５５により定着され
、排紙ローラー５６によって３ビンソーター２００に排紙される。
【００２３】
黒画像形成では、第１帯電装置によって帯電された感光体ドラム３０上にレーザー光を照
射することにより静電潜像を形成し、黒現像器３２によって静電潜像を現像する。その後
、第２帯電装置により感光体ドラム３０上に再度帯電を行い、ＬＥＤアレイ３１によって
２色目の静電潜像を形成し、第２現像器３３によって静電潜像を現像する。
【００２４】
両面ユニット４０を使用して両面印刷を行う場合、定着器５５から される転写紙は、
切り替え爪５７により両面搬送路４１に導かれ、フィードローラー４２，分離コロ４３を
通過して両面トレイに集積される。トレイに集積された転写紙は、トレイが上昇すること
によりフィードローラー４２と接触し、フィードローラー４２が回転することにより本体
縦搬送ユニット６０に送られ、レジストローラ５３へ再給紙された後に裏面に対して印刷
が行われる。
【００２５】
３ビンソーター２００には、第１排紙トレイ２０１，第２排紙トレイ２０２，第３排紙ト
レイ２０３，反転専用トレイ２０４があり、それぞれのトレイに転写紙を反転して出力で
きる。
【００２６】
複写機本体１から排紙された転写紙は、表面排紙の場合、切り替え爪２０７によって排紙
トレイ方向に導かれ、あらかじめ設定したトレイに排紙される。第２排紙トレイ２０２に
排紙する場合には第２トレイ切り替え爪２０５が、第３トレイ切り替え爪２０３に排紙す
る場合には第３トレイ切り替え爪２０６が、それぞれ作動して転写紙を導く。
【００２７】
反転排紙する場合には、切り替え爪２０７によって反転トレイ２０４方向に導かれ、転写
紙の後端が反転検知センサー２０８を通過すると、搬送コロ２０９が逆転し、排紙トレイ
方向に導かれ、あらかじめ設定したトレイに排紙される。
【００２８】
また、第１排紙トレイ２０１には、トレイを前後にシフトする機構および上下にシフトす
る機構が搭載されている。前後シフト機構は、転写紙を仕分けする時に使用し、上下機構
は、大量の転写紙を用紙揃え性を確保しながら積載するために使用する。
【００２９】
図２に、上述のデジタル複写機の操作部４００を示す。操作部の中央には、４００×２５
６ dotの液晶表示部（ＬＣＤ）４０１及びタッチパネルが設けられている。この液晶表示
部４０１には、機械に組み込まれている機能（コピー，ＦＡＸ）の表示が行われ、ユーザ
ーはこの表示に従って機械の操作を行う。機能（コピー／ＦＡＸ）の切り替えは、機能切
り替えキー４１２，４１３によって行われる。
【００３０】
この液晶表示部の右側には、コピー／ＦＡＸで共通に使用する各種テンキー４０２，クリ
ア／ストップキー４０３，スタートキー４０４，プログラムキー４０５，ジョブリコール
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キー４０６，モードクリアー／予熱キー４０７，割り込みキー４０８等の各種キーと、Ｆ
ＡＸ専用で使用するポーズ／リダイアルキー４０９，短縮キー４１０，受信キー４１１等
のキーが配置されている。
【００３１】
この液晶部の左側には、ＦＡＸ切り替えキー４１２，コピー切り替えキー４１３，初期設
定キー４１４，ガイダンスキー４１５，ＬＣＤ濃度調整ボリューム４１６がそれぞれ設け
られている。
【００３２】
これらのキーの更に左の部分には、ＦＡＸ専用の表示部４１７が設けられている。この表
示部には、通信中，メモリーフルなどを表示する各種ＬＥＤと、通信状態を表示する４０
文字（２０文字×２行）のＬＣＤが設けられている。
【００３３】
図３に、上述のデジタル複写機の電装部の構成を示す。複写機本体１の制御は、操作部４
００の液晶表示，各種ＬＥＤ制御，各種キー入力制御を行う操作部コントローラ５００、
給紙，搬送，定着，両面，プロセス制御等を行うメイン制御装置５０１、スキャナー読み
取り制御および画像処理制御を行う画像処理装置５０２、ＡＤＦ制御装置５０３、ソータ
ー制御装置５０４、給紙トレイ制御装置５０５、ＦＡＸの送受信管理，ファイル管理を行
うＦＡＸ制御装置５０６、Ｇ３のプロトコル制御を行うＧ３制御装置５０７、Ｇ４のプロ
トコル制御を行うＧ４制御装置５０８などで構成されている。
【００３４】
図４に、画像処理装置５０２の構成を示す。メイン ５０１（図３）のＣＰＵ６０
０ み取り開始の指示があると、スキャナ制御回路６０４に対して指示を伝える。ス
キャナ制御回路６０４は、露光ランプ１１を点灯させ、モーター６０５を動作させること
により第１キャリッジおよび第２キャリッジを読み取り基準位置に移動させ、位置センサ
ー６０３が基準位置到達を検出後読み取りを開始する。この時、副走査有効期間信号ＦＧ
ＡＴＥ（読み取り開始時アクティブ、終了時にネガティブ）を作りタイミング制御回路６
０６に送る。タイミング制御回路６０６では、画像同期クロックＣＬＫ，主走査同期信号
ＬＳＹＮＣ，主走査有効信号ＬＧＡＴＥを生成し出力する。
【００３５】
コンタクトガラス１０上に置かれた原稿６０７が光源１１により照明され、反射光がカラ
ーＣＣＤ１６に結像され、カラーＣＣＤ１６から赤（Ｒ），緑（Ｇ），青（Ｂ）に分離さ
れたアナログ画像信号が、信号処理回路６０８により増幅／光量補正され、ＡＤ変換器６
０９によりデジタル多値信号（色画像デ－タ）に変換され、シェーディング補正回路６１
０によりシェーディング補正され画像処理部６１１に送られる。
【００３６】
画像処理部６１１では、ＭＴＦ補正，γ補正，黒画像生成，２値化処理，中間調処理など
の基本的な画質処理と、変倍，編集，マーカー検知等のデジタル特有の画像処理を行い、
黒データＤＡＴＡ０～７、カラーデータＤＡＴＡＣを出力する。画像処理部６１１から出
力された画像データ，タイミング制御回路６０６が生成する同期信号，書き込みの基準信
号ＰＭＳＹＮＣは、画像セレクター６１２に入力される。
【００３７】
コピー（複写）の場合は、黒画像は書き込み制御部（黒）６１３からＬＤ６１４に送られ
、カラー画像は書き込み制御部（カラー）６１５からＬＥＤ６１６に送られ、感光体ドラ
ムに照射されることによって像を形成する。
【００３８】
ＦＡＸ送信を行う場合は、セレクター６１２からメイン制御装置５０１内部にあるＦＡＸ
用メモリーに転送される。又、ＦＡＸ受信出力は、回線から受信したデータを伸張してＦ
ＡＸ用メモリーに展開後、画像データ，同期信号と共に画像セレクタ６１２に入力され、
書き込みが行われる。
【００３９】
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図５に、ＦＡＸ送，受信時の画像デ－タの流れを示す。ＦＡＸ画像蓄積／送信時は、スキ
ャナーから読み取られた画像データが、画像処理装置５０２で各種画像処理を施された後
、セレクタ６１２からメイン制御装置５０１上のイメージメモリ６２０に蓄積される。そ
の後、圧縮伸張器６２２により指定された圧縮コード（ＭＨ，ＭＲ，ＭＭＲ）に圧縮され
、ＦＡＸ制御装置５０６上のＳＡＦメモリ６２３に蓄積される。
【００４０】
この時、イメージメモリ６２０に蓄積されたデータが、Ａ４横又は、Ｂ５横など、回転し
て送信した方が効率がいい場合は、イメージメモリ６２０から圧縮伸張器６２２にデータ
を渡すときに回転器６２１を使用してイメージを回転させて圧縮を行う。ＳＡＦに蓄積さ
れたデータは、Ｇ３制御装置５０７内にあるラインバッファ６２４に転送され、受信機の
モードに合わせて圧縮伸張器６２７で再圧縮後、モデム６２５を介してＮＣＵ６２６から
送信される。Ｇ４の場合も同様に、Ｇ４制御装置５０８内にあるラインバッファ６２８に
転送され、受信機のモードに合わせて圧縮伸張器６３１で圧縮後、ＩＳＤＮ制御装置６２
９，トランス６３０を介して送信される。
【００４１】
ＦＡＸ受信／印刷時は、回線から送られてきたデータは、ＮＣＵ６２６，モデム６２５を
介しＳＡＦメモリ６２３に蓄積される。ＳＡＦメモリ６２３に蓄積されたデータは、メイ
ン制御装置５０１上の圧縮伸張器６２２により伸張され、イメージメモリ６２０上に展開
される。
【００４２】
伸張時にＡ４横又は、Ｂ５横など回転して印刷した方が効率がいい場合は、圧縮伸張器６
２２からイメージメモリ６２０にデータを渡すときに回転器６２１を使用してイメージを
回転させて伸張を行う。イメージメモリ６２０上に展開されたデータは、画像処理装置５
０２に送られ、セレクタ６１２から書き込み制御装置に渡され、印刷が行われる。
【００４３】
Ａ４横およびＢ５横に、９０度回転をかけるか否かは、ＦＡＸ制御装置５０６のデイップ
スイッチの１つＳＷ riが閉か否かにより指定され、基準位置を最終ラインとするか先頭ラ
インとするかはスイッチＳＷ piが閉か否かにより指定される。
【００４４】
図６～図８に、ＦＡＸ画像蓄積／送信時に、スキャナーから読み取られイメージメモリ６
２０に蓄積された画像デ－タをイメージメモリ６２０から圧縮伸張器６２２にデータを渡
すとき、ならびに、ＦＡＸ受信／印刷時に、回線から送られてＮＣＵ６２６，モデム６２
５を介しＳＡＦメモリ６２３に蓄積された画像デ－タを、圧縮伸張器６２２で伸張しイメ
ージメモリ６２０にデータを書込むときの、処理フロ－を示す。
【００４５】
この処理フロ－においては、メイン制御装置５０１のＣＰＵ６００は、まず、原稿サイズ
および姿勢がＡ４横又はＢ５横であるかをチェックする（ステップ１）。なお、以下にお
いては、カッコ内にはステップという語を省略してステップＮｏ．数字のみを記す。そし
てＡ４横又はＢ５横であると、スイッチＳＷ ri，ＳＷ piの開閉をチェックする（２，３）
。原稿サイズおよび姿勢がＡ４横又でもＢ５横でもない場合、ならびにスイッチＳＷ riが
開（回転の指定なし）であるときには、回転なしの画像デ－タ転送（送信時は６２０から
６２２へ、受信時は６２２から６２０へ）を行なう（４）。
【００４６】
原稿サイズおよび姿勢がＡ４横又はＢ５横であって、しかもスイッチＳＷ riが閉（回転指
定）であると、スイッチＳＷ piの開閉に対応して、それが閉（基準位置を最終ラインとす
る指定）のときには図７に示す回転処理を実行し、スイッチＳＷ piが開（基準位置を先頭
ラインとする指定）のときには図８に示す回転処理を実行する。次にこれらの内容を説明
する。
【００４７】
〔基準位置を最終ラインとする 場合〕：図７
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この場合にはまず、ページメモリ（イメ－ジメモリ６２０上又はＳＡＦメモリ６２３上）
の画像デ－タを配置するエリア（１５ライン分）に白データを書き込む（５）。次に該ペ
－ジメモリ上の１６ライン目以降に１頁分の画像デ－タを転送し、この１頁分の画像デ－
タのライン数をカウントする（６）。そして転送ライン数が、Ｎｓ（Ａ４横の場合は２１
０ｍｍ相当値、Ｂ５横の場合は１８０ｍｍ相当値）未満かをチェックして（７）、未満で
ある（図１０）と基準位置の算出１（８）を実行し、Ｎｓ以上である（図１１）と基準位
置の算出２（９）を実行する。
【００４８】
基準位置の算出１（８）では、画像デ－タが図１０に示す分布であるので、主走査方向と
副走査方向の画情報を入れ換え 準アドレ 次の式でもとめて設定する：
Ｘ＝（転送ライン数）／１６　　　余りＹ
（基準アドレス）＝（書き込み開始先頭アドレス）　　　　　　　　　　　　　　－（Ｐ
Ｍ主走査ワード数）×Ｙ
基準位置の算出２（９）では、画像デ－タが図１１に示す分布であるので、主走査方向と
副走査方向の画情報を入れ換える基準位置を、次のように設定する：
（基準アドレス）＝（書き込み開始先頭アドレス）
次に、設定した基準アドレスを原点に、主走査方向，副走査方向とも１６×１６ｄｏｔの
矩形の画像デ－タを摘出して（１０）、その矩形の中で主走査方向と副走査方向の画情報
を入れ換える。すなわち画像デ－タの位置を９０度回転させる（１１）。そして矩形内の
回転した画像デ－タを転送する（１２）。この矩形領域の画像デ－タの摘出と回転および
転送を順次に、矩形単位（１６×１６ｄｏｔ）でづらして、ペ－ジメモリ上の１頁の画像
デ－タのすべてを同様に処理する（１０～１４）。図１４に９０度回転前の矩形領域の分
布を示し、 に上述の９０度回転後の矩形領域の分布を示す。
【００４９】
〔基準位置を先頭ラインとする 場合〕：図８
まずページメモリ全体に白データを書き込む（１５）。次に、ページメモリに１頁分の画
像デ－タを転送する（１６）。次に、主走査方向と副走査方向の画情報を入れ換える基準
位置を、次のように設定する（１７）：
（基準アドレス）＝（書き込み開始先頭アドレス）
画像デ－タは図１２に示す分布の場合と、図１３に示す分布の場合がある。
【００５０】
次に、設定した基準アドレスを原点に、主走査方向，副走査方向とも１６×１６ｄｏｔの
矩形の画像デ－タを摘出して（１８）、その矩形の中で主走査方向と副走査方向の画情報
を入れ換える。すなわち画像デ－タの位置を９０度回転させる（１９）。そして矩形内の
回転した画像デ－タを転送する（２０）。この矩形領域の画像デ－タの摘出と回転および
転送を順次に、矩形単位（１６×１６ｄｏｔ）でづらして、ペ－ジメモリ上の１頁の画像
デ－タのすべてを同様に処理する（１８～２２）。
【００５１】
図９に、上述の回転処理を行なう回転器６２１の内部構成を示す。図１６にイメージデー
タを回転する時の実際を示しているが、（ａ）に示す状態のイメージを（ｃ）に示す最終
的な形に回転するのに、（ｂ）に示す状態まで１６×１６ビット単位で回転できたとして
も、配置変換するのが難かしい。回転する前のイメージをこわしてはいけないので、（ｂ
）に示す状態のイメージをストアするメモリ領域が必要になるし、データを再配置するの
に、多くの処理時間を要する。本実施例においては、回転後のイメージは必ず圧縮符号化
データに変換されてＳＡＦメモリ６２３に蓄積される。そのときの１ラインのイメージデ
ータの転送順を図１６の（ｅ）に示してある。この様な順番で圧縮伸長器６２２へイメー
ジデータを転送すれば、圧縮処理時に、イメージテータの配置変換（図１６の（ｂ）から
（ｃ）への変換）が同時に行なわれ、上記の余分なメモリ領域や、処理時間等は必要なく
短時間で回転圧縮処理を完了できる。
【００５２】
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図９の回転器６２１の内部構成について説明する。１６×１６ビットのイメージデータを
回転処理するブロック（図９の（ａ））とアドレスを生成するブロック（図９の（ｂ））
から構成されている。
【００５３】
図１６の（ａ）のイメージを（ｂ）に示すものに変換（１６×１６ビット単位の回転）す
る動作は、図１６の（ａ）に示した順に回転器６２１内部へラッチする。図１６の（ａ）
の例では、１６×１６ビットのイメージデータは４ワードとして示されているが、実際は
１６ワードで構成されている。内部へラッチされた１６ワードのデータは１ビットずつシ
フトされて、回転処理後のイメージデータを生成し、それを図１６の（ｂ）に示す順にイ
メージメモリ転送することで、１６×１６ビットのイメージデータの回転が完了する。転
送先イメージメモリのアドレスは、スタートアドレ 対してライン巾のワード数を順に
プラスしていくことで得る事ができる。ここでライン巾をマイナスしていけば、９０°回
転に対して、２７０°のイメージ回転処理を行なうことができる。
【００５４】
図１６の（ｂ）のイメージを、（ｃ）に示すイメージの形でライン圧縮する動作は、図１
６の（ｅ）に示してある順番で、圧縮伸長器６２２へ転送することで実現できる。図９の
（ｂ）のアドレスを生成する部分で、スタートアドレスに対して、ライン巾の１６倍のワ
ード数を順にプラスして転送するイメージデータのアドレスを決定することで可能である
。圧縮伸長器６２２は、ライン単位での圧縮処理を行なうＬＳＩであるため、ライン圧縮
をスタートする時に、スタートアドレスを再設定する必要がある。
【００５５】
また、圧縮伸長器６２２へ転送するイメージデータは、図９の（ａ）に示してある様に、
最終段に０（白データ）のセレクタを設けており、これによって１ライン分の全てまたは
、設定されたワード数分を０（白データ）に置きかえて圧縮伸長器６２２へ引きわたすこ
とができる様になっている。
【００５６】
受信時には、圧縮伸長器６２２が復元したイメ－ジが例えば図１６の（ａ）で、上述の送
信時の処理と同様に９０度回転して、図１６の（ｃ）に示す形でイメ－ジメモリ６２０に
書込まれる。
【００５７】
上述の実施例では、送信時および受信時の両者につき、ＦＡＸ制御装置５０６内のディッ
プスイッチＳＷ ri,ＳＷ piで、９０度回転を行なうか否か、ならびに、行なう場合、原画
像デ－タの最終ライン基準とするか先頭ライン基準とするかを指定するようにしているが
、これを相手先の機能に対応して自動的に選択するようにしてもよい。この一例を次に説
明する。
【００５８】
図１７にファクシミリの通信プロトコルのフロー図を示す。受信機側の機能はフロー図内
で、受信側から送られてくるＮＳＦ信号の内容で知る事ができる。実際に画情報の送信を
行なうのはフロー図のフェーズＣと呼ばれている部分であるため、ＮＳＦ信号により、イ
メージ回転が必要であるか否かを判断する。回転が必要と判断した場合は、１枚目の送信
原稿をフェーズＣ開始までに、回転圧縮しておく必要がある。受信機側がＡ３幅まで記録
できる場合、Ａ４タテの原稿の画像デ－タの回転圧縮を行なう。ＮＳＦ信号の内容から、
回転処理が必要ない（Ａ４タテ巾までの記録しかできない受信機）と判断した場合は、Ａ
４タテの状態で画像デ－タの圧縮を開始する。いずれにせよ、受信機からのＮＳＦ信号を
チェックすることで、回転圧縮処理を有効に利用することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例の機構概要を示す縦断面図である。
【図２】図１に示すデジタル複写機の操作部４００の拡大平面図である。
【図３】図１に示すデジタル複写機の電装部の構成を示すブロック図である。
【図４】図３に示す画像処理装置５０２の構成を示すブロック図である。
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【図５】図２に示す電装部での、ファクシミリ送，受信時の画像デ－タの流れを示すブロ
ック図である。
【図６】図４に示すＣＰＵ６００の、ファクシミリ送，受信時に、画像デ－タの送信前，
受信後に実行するイメ－ジメモリ６２０／圧縮伸張器６２２間画像デ－タ転送処理の一部
を示すフロ－チャ－トである。
【図７】図４に示すＣＰＵ６００の、ファクシミリ送，受信時に、画像デ－タの送信前，
受信後に実行するイメ－ジメモリ６２０／圧縮伸張器６２２間画像デ－タ転送処理の一部
を示すフロ－チャ－トである。
【図８】図４に示すＣＰＵ６００の、ファクシミリ送，受信時に、画像デ－タの送信前，
受信後に実行するイメ－ジメモリ６２０／圧縮伸張器６２２間画像デ－タ転送処理の残部
を示すフロ－チャ－トである。
【図９】図５に示す回転器６２１の構成を示すブロック図である。
【図１０】基準位置を最終ラインとした場合の画情報マスクの概要を示す平面図である。
【図１１】基準位置を最終ラインとした場合の画情報切れの概要を示す平面図である。
【図１２】基準位置を先頭ラインとした場合の画情報マスクの概要を示す平面図である。
【図１３】基準位置を先頭ラインとした場合の画情報切れの概要を示す平面図である。
【図１４】図７および図８に示す画像回転処理の前の、画像上の矩形領域の分布を示す平
面図である。
【図１５】図７および図８に示す画像回転処理の後の、画像上の矩形領域の分布を示す平
面図である。
【図１６】図７および図８に示す画像回転処理の前の画像，回転後の画像ならびに回転処
理途中の画像を示す平面図である。
【図１７】図５に示すファクシミリ送，受信時の、送，受信間のプロトコ－ルのやり取り
を示すフロ－チャ－トであり、紙面の長手方向が時間軸である。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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